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八重浪寄する海よ浜よ
青く畳む山々
遠く夢よ往け
高く飛んで行け
希望の空へはばたいて

明るく光る野の真中に
香の木の実みのるよ
白く花は咲き
薫り高く咲き
やがて真黄金にみのるよ

ああ、想いはいつも還るよ
浜名の湖のどかな
ああ、さ青の水と空との
美し国に還るよ

浜松渡りゆく風には
今も声が聞こえる
遥か悠久の
時の営みを
超えて往く熱き想いよ

遠く夢よ往け
高く飛んで行け
果てしなき未来めざして
ここから常永遠に


